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取組の対象組織・活動

対象範囲・段階的認証予定

事業所名 みなと運送株式会社

代表者名 代表取締役社長　山本　勇

所在地 本社　茨城県神栖市知手中央１０丁目７番４３号

設　立 　昭和45年4月

資本金 　4,500万円

従業員数 　454 名

事業内容

一般貨物自動車運送事業
貨物運送取扱事業
産業廃棄物運搬処理業
倉庫業
発電・売電事業

支店・営業所

〇東京営業所 東京都中央区京橋3丁目9番4号

〇東北営業所 宮城県岩沼市下野郷字切新田9番1

〇つくば営業所 茨城県つくば市谷田部4459番地の12

〇下関営業所 山口県下関市菊川町上田部11番1

〇相馬営業所 福島県相馬市光陽二丁目2番地の34

〇埼玉営業所 埼玉県秩父郡皆野町皆野558-2

〇千葉営業所 千葉県袖ケ浦市蔵波台5丁目18番22

〇ひたちなか営業所 茨城県那珂郡東海村大字照沼字渚768-27

〇富士営業所 静岡県富士市八代町3-31

〇名古屋営業所 愛知県弥富市東末広九丁目8番1

認証登録範囲 本社

対象期間 2022年4月～2023年2月

レポート発行日 2023年3月24日

認証登録予定

〇東北営業所 2024年4月

〇つくば営業所 2024年4月

〇下関営業所 2024年4月

〇相馬営業所

2024年4月〇名古屋営業所

2024年4月

〇埼玉営業所 2024年4月

〇富士営業所 2024年4月

〇千葉営業所 2024年4月

みなと運送株式会社



産業廃棄物運搬処理業

東 北

県 名 許可番号

青森県 0201000576

岩手県 0300000576

宮城県 0402000576

秋田県 0508000576

山形県 0609000576

関 東

県 名 許可番号

茨城県 0801000576 

栃木県 0900000576 

群馬県 1000000576 

埼玉県 1101000576 

千葉県 1200000576

東京都 1300000576 

中 部

県 名 許可番号

新潟県 1509000576

富山県 1603000576

石川県 1703000576

福井県 1807000576

山梨県 1900000576

⾧野県 2009000576

岐阜県 2100000576

静岡県 2201000576

愛知県 2300000576

近 畿

県 名 許可番号

三重県 2400000576

滋賀県 2501000576      

京都府 2600000576

大阪府 2700000576

兵庫県 2806000576

奈良県 2900000576

和歌山県 3000000576

九 州

県 名 許可番号

福岡県 4000000576

⾧崎県 4200000576

大分県 4402000576

四 国

県 名 許可番号

香川県 3700000576

愛媛県 3805000576

高知県 3900000576

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可
岩手県 0350000576 宮城県 0452000576 山形県 0659000576 福島県 0757000576

茨城県 0851000576 栃木県 0950000576   千葉県 1250000576 神奈川県 1453000576

静岡県 2251000576 愛知県 2350000576 三重県 2450000576 和歌山県 3050000576

岡山県 3350000576  山口県 3550000576 福岡県 4050000576

中 国

県 名 許可番号

鳥取県 3101000576

岡山県 3300000576

広島県 3400000576

山口県 3500000576



保有車両の紹介

バン型車の荷室側面から天井部分までを翼のように跳ね
上げ、側面から積み下ろしが可能。
■ 積載量　12.200～13.700

バン型車の荷室側面から天井部分までを翼のように跳ね
上げ、側面から積み下ろしが可能。
■ 積載量　12.200～26.000

 +25度～-25度まで温度設定ができるウイング車。
■ 積載量　12.500～13.200

床が低いため、荷台容積の多い車。高さのある荷物でも
積載可能。■ 積載量　26.200

根がせり上がるため、高さのある荷物やつり下ろす荷物
等も荷役しやすいウイング車。
■ 積載量　20.000～26.100

飼料（バラ状）を積載。複数枚の荷台の床が縦にスライド
する事により、飼料が後部へ送られ、荷台後部より排出さ
れる。■ 積載量　21.400～25.000



一般的なトラック。運搬の際はシートをかけて輸送する。
■ 積載量　7.600～7.800

タンクの上にあるハッチから粉粒体を積み込む。コンプレッサーを
使用し、空気をタンク内に送り込み、粉粒体が空気と一緒にホー
スを通って外に排出される。■ 積載量　11.200～11.300

タンクの上にあるハッチから粉粒体を積み込む。コンプレッサーを
使用し、空気をタンク内に送り込み、粉粒体が空気と一緒にホー
スを通って外に排出される。■ 積載量　11.200～23.500

タンクの上にあるハッチから粉粒体を積み込む。コンプレッサーを
使用し、空気をタンク内に送り込み、粉粒体が空気と一緒にホー
スを通って外に排出される。■ 積載量　11.200～11.300

タンクの上にあるハッチから粉粒体を積み込む。コンプレッサーを
使用し、空気をタンク内に送り込み、粉粒体が空気と一緒にホー
スを通って外に排出される。■ 積載量　11.200～23.500

タンクの上にあるハッチから粉粒体を積み込む。コンプレッ
サーを使用し、空気をタンク内に送り込み、粉粒体が空気と一
緒にホースを通って外に排出される。■ 積載量　10.400



タンクの上にあるハッチから液体をタンク内に積み込む。コンプ
レッサーを使用し、空気をタンク内に送り込み、液体がホースを
通って外に排出される。■ 積載量　11.520～12.210

タンクの上にあるハッチから液体をタンク内に積み込む。コン
プレッサーを使用し、空気をタンク内に送り込み、液体がホー
スを通って外に排出される。■ 積載量　24.300

タンクの上にあるハッチから液体をタンク内に積み込む。
コンプレッサーを使用し、空気をタンク内に送り込み、液体
がホースを通って外に排出される。■ 積載量　24.300

タンクの上にあるハッチから液体をタンク内に積み込む。コンプ
レッサーを使用し、空気をタンク内に送り込み、液体がホースを
通って外に排出される。■ 積載量　24.060～24.300

石油類を運搬するタンクローリー。荷下ろしをする際はギ
アポンプを使用し、地下タンク等へ納入する。
■ 積載量　23.320

荷台へバラ貨物積載し、荷卸しの際は荷台を傾けて後部
より排出。シートは両サイドよりモーターで、自動開閉す
る。■ 積載量　6.000



荷台へバラ貨物積載し、荷卸しの際は荷台を傾けて後部
より排出。シートは両サイドよりモーターで、自動開閉す
る。■ 積載量　10.000

荷台へバラ貨物積載し、荷卸しの際は荷台を傾けて後部
より排出。シートは両サイドよりモーターで、自動開閉す
る。■ 積載量　10.000～25.600

荷台両側アオリ部分が開閉式になっており、容器に入った
貨物を積載可能。アオリ部分を閉める事によりバラ貨物の
運搬もできる。■ 積載量　11.500～12.500

油圧ポンプを使用し、トレーラ部分（カプラ）を上昇させ、コ
ンテナトレーラをシャーシごと傾けて後部に排出する。
■ 積載量　24.000

コンテナを車両に引き上げ、バラ貨物を運搬。荷台を傾けて、後
部より荷卸しする。コンテナの載せ下ろしが出来る為、客先構内
等にコンテナの設置が可能。■ 積載量　10.400～11.500

コンテナを車両に引き上げ、バラ貨物を運搬。荷台を傾けて、後
部より荷卸しする。コンテナの載せ下ろしが出来る為、客先構内
等にコンテナの設置が可能。■ 積載量　前11.400　後14.700



2021年1月現在

20フィート、40フィートコンテナ積載用シャーシを牽引し、コンテナ
運搬に使用。■ 積載量 20フィート　20.000～24.000 40フィート
24.000～30.000

35フィートコンテナ積載用シャーシを牽引し、ISOコンテナ
運搬に使用。■ 積載量　24.000～30.000

乾式では粉類、湿式では汚泥等を吸い込み、タンクに溜
めることができる。荷台を傾け、後部より排出する。
■ 積載量　2.300～9.720

車種 台数 車種 台数
保有車輛

圧送トレーラー 220 パーライト専用ローリー 10
圧送単車 55 再生重油運搬ローリー 6
ダンプ単車 150 増トン車平ボデー 5
ダンプトレーラー 110 強力吸引車　大型 4
海コン用トラクター 85 強力吸引車　中型 1
海コンシャーシ― 335 アームロールフルトレーラー 1
ウイングトレーラー 50 アームロール 7
ウイング車 55 おが粉20㎥車 3
苛性ソーダトレーラー 2 飼料運搬用スライドデッキトレーラー 3
苛性ソーダ単車 25 低床ウイングトレーラー 2
ＰＶＣトレーラー 15 塩酸・純水車 2
ＰＶＣ単車 20 ダンプ式トラクター 2

平ボデー兼用ダンプ 10 コーンスターチ運搬用圧送トレーラー 2
液体輸送タンクコンテナ車 10

木材専用車 15 2トン車 2
重量物輸送トレーラー 10 廃アルカリ運搬ローリー 1



　環境問題への取り組み

エコロジー事業
　太陽光発電事業

2021年4月～2022年3月

設置場所 設置数 出力（kw）
年間Co2削減量

(t)

茨城県 神栖市 2 647.90 360.20

茨城県 鹿嶋市 1 436.80 203.00

茨城県 行方市 1 63.24 40.20

茨城県 つくば市 1 505.96 267.50

茨城県 常陸太田市 6 345.60 176.10

千葉県 旭市 13 1,282.98 665.70

千葉県 香取市 3 183.06 108.20

栃木県 那須烏山市 5 255.00 153.30

栃木県 壬生町 1 1,209.60 684.10

合計 33 4,930.14 2,658.30

    ※ 年間CO2削減量（Kg-CO2/年）＝（0.551Kg-CO2/kWh－0.045.5Kg-CO2/kWh）× 発電電力量（kWh/年）

　　　2021年度当社二酸化炭素排出量 7,343tの約36.2％をオフセットしています。

フレコンバック洗浄・メンテナンス工場

パレット洗浄工場

712,602

年間売電量（kwh）

食品用・化学原料用フレコンバッグの回収・
洗浄・メンテナンス・運搬を一貫的に行うこ
とにより効率良いサービスを提供しておりま
す。

5,258,720

401,641

79,486

529,237

1,316,877

214,059

303,263

1,353,224

348,331

一日の処理量は全国でも最大級を誇ります。パレッ
ト洗浄により食品・医薬品・化学製品・電子部品の
衛生管理や品質管理を徹底、クリーンで安全な物流
を実現しています。



コンテナラウンドユース（CRU）

RORO船（定期船送船）

コンテナラウンドユースとは、輸入貨物の運搬後、空となったコン
テナを港に返却せず、内陸コンテナターミナル（インランドデポ）
を経由するなどして輸出貨物の運搬にも使用することで、空コンテ
ナの輸送を削減する方法です。
みなと運送つくば支店は、北関東圏内の主要な内陸コンテナターミ
ナルの1つとして、コンテナラウンドユースの取り組みを推進して
おり、輸送コストの削減やCO2排出量の削減などに貢献していま
す。
当社のこの取り組みが、平成25年度経済産業省大臣表彰を受けまし
た。

オール・ウェイスト・リサイクル（株）で
は、容器包装リサイクル法に基づき、使用済
みペットボトルより高品質の再生ペット原料
（再生フレーク、再生ペレット）を製造して
出荷しています。出荷した再生ペット原料
は、様々な用途に使用され、再生商品化され
ています。限られた資源物を有効に使用し、
循環型社会の形成に貢献しています。

ペットボトルリサイクル事業

陸海の協業を推進するモーダルシフトに対
応。RORO船（定期配送船）で無人輸送を行
い、お客様のローコスト・オペレーションを
実現しつつ、CO2削減に貢献しています。



実施体制

担　当 役　割　・　責　任　・　権　限

代表者

・環境経営に関する統括責任者

・環境に関する経営資源（人・モノ・金）の準備

・環境管理責任者の任命

・環境経営に関する全体評価と総括

・環境経営方針の策定

環境管理責任者

・環境経営方針の立案

・環境経営目標の策定

・環境経営計画の策定

・環境経営システムの構築・実施・管理

・環境経営レポートの確認

・環境経営システムの取組み結果を代表者に報告

環境事務局
（EA-21推進室）

・環境管理責任者の補佐

・環境経営活動の実績収集とまとめ

・環境経営計画の策定

・環境経営活動の問題点の把握・是正

・環境経営レポートの作成

・環境経営目標の立案

・環境経営計画の策定

・外部コミュニケーション窓口

・自部門の従業員に対し、環境経営目標・計画・活動の説明

総務部長

・環境管理責任者・環境事務局に対し環境経営システム全体に対する助言

・環境経営システムの問題点の抽出、必要に応じて是正・予防処置の実施

・外部コミュニケーション対応のフォロー

各部門長

・自部門の従業員に対し、環境経営方針の説明

・自部門の環境経営活動の実績とりまとめ

・自部門の問題点の抽出と環境事務局（EA-21推進室）への報告

業務部長

・環境事務局（EA-21推進室）の補佐

・環境経営システムの問題点の抽出

・環境経営活動の実績収集補助

・外部コミュニケーション対応のフォロー

全従業員

・環境経営方針の理解

・環境経営目標・計画・活動内容の理解

・環境経営活動の問題点の抽出と部門長への報告

・環境経営計画の実施

代表取締役 社長 山本勇

環境管理責任者

専務取締役 栗林 繁

環境事務局（EA-21推進室）
営業本部長兼環境リサイクル事業部長

橋本 英実

各部門長

本社・営業所

全従業員

総務部長

高木 博行

業務部長

本宮 達夫

みなと運送株式会社



環境経営方針

基本理念

みなと運送株式会社は、物流事業を通してクリーンで安全なサービスの提供を使命とし、人と社会と地球
にやさしい環境づくりに積極的に取り組みかけがえのない地球環境を次世代に引き継ぎます。

【基本方針 １】

環境経営システムを全員参加の活動と位置づけ、ＰＤＣＡサイクルの運用を通して継続的な改善に努め

ます。

【基本方針 2】

環境関連の法令等を遵守し、地域･業界･顧客の環境関連要求事項に配慮た経営を推進します。

【基本方針 4】

環境経営レポートの公表や地域社会からの情報収集により外部とのコミュニケーションをはかります。

【基本方針 3】

下記の具体的な項目について取り組みます。

（１）燃料使用の省エネルギーに取り組み、CO2排出量を削減する

・トラック燃料の削減

・電力消費量の削減

（２）再生資源の利用、廃棄物の分別に取組み、事務所から排出されるゴミを削減する

（３）事務所の水道水の管理に取組み、水使用量を削減する

（４）事務所の紙使用量の削減に努め、グリーン購入を推進する

みなと運送株式会社



規 制 概 要

環境の保全について、基本理念を定め、並びに国、地方公共団体、事業者及び国民の
責務を明らかにする。

社会経済活動その他の活動による温室効果ガスの排出の抑制等を促進する為の措置を
講ずる。

循環型社会形成推進基本計画の策定及びその他循環型社会の形成に関する施策の基本
となる事項を定める。

燃料資源の有効な利用のため、工場、輸送、建築物及び機械器具についてのエネル
ギー使用の合理化に必要な措置を講ずる。

資源の有効な利用の確保を図り、廃棄物の発生の抑制及び環境の保全のため、使用済
物品等及び副産物の発生の抑制並びに再生資源及び再生部品の利用の促進を図る。

国、独立行政法人等及び地方公共団体による環境物品等の調達の推進、環境物品等に
関する情報の提供、その他の環境物品等への需要の転換を促進するために必要な事項
を定める。

特定家庭用機器廃棄物の再商品化等に関し、これを適正かつ円滑に実施するための措
置を講じ、廃棄物の減量、廃棄物の適正な処理及び資源の有効な利用の確保を図る。

自動車製造業者等及び関連事業者による使用済自動車の引取り及び引渡し並びに再資
源化等を適正かつ円滑に実施するための措置を講ずる。

廃棄物の排出を抑制し、廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分等の処
理を規制する。

高圧ガスによる災害を防止するため、高圧ガスの製造、貯蔵、販売、移動その他の取
扱及び消費並びに容器の製造及び取扱を規制する。

オゾン層を破壊し又は地球温暖化に深刻な影響をもたらすフロン類の大気中への排出
を抑制するために特定製品からのフロン類の回収及びその破壊の促進等に関する指針
及び事業者の責務等を定める。

工場及び事業場における事業活動並びに建設工事に伴つて発生する相当範囲にわたる
騒音について必要な規制を行なう。また自動車騒音に係る許容限度を定める。

工場及び事業場における事業活動並びに建築物等の解体等に伴うばい煙、揮発性有機
化合物及び粉じんの排出等を規制し、有害大気汚染物質対策の実施を推進する。ま
た、自動車排出ガスに係る許容限度を定める。

道路運送車両に関し、安全性の確保及び公害の防止その他の環境の保全並びに整備に
ついての技術の向上を図る。（車両の保安基準を定め、点検整備について規定する）

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質による大気の汚染が著しい特定の地
域内に使用の本拠の位置を有する一定の自動車につき窒素酸化物排出基準及び粒子状
物質排出基準を定める。

・  条例規制（排出ガス基準）非適合車の都内乗入運行規制。

・  低公害車の導入、アイドリングストップの遵守などの規制。

・  条例規制（排出ガス基準）非適合車の県内乗入運行規制。

・  低公害車の導入、アイドリングストップの遵守などの規制

・  条例規制（排出ガス基準）非適合車の県内乗入運行規制。

・  低公害車の導入、アイドリングストップの遵守などの規制。

・  条例規制（排出ガス基準）非適合車の県内乗入運行規制。

・  自動車からのみだりな排出ガス排出や、騒音発生の規制など。

・  阪神東南部地域において大型車の運行規制を実施する。

・  自動車NOｘ・PM法の排出基準に適合しない自動車で、車両総重量８トン以上の自
動車（バスについては定員３０人以上の大型バス）は、阪神東南部地域（神戸市灘
区、東灘区、尼崎市、西宮市（北部を除く）、芦屋市、伊丹市）内の運行禁止。

・  排出基準を満たさないトラック・バス等の府域の対策地域内への発着禁止の流入
車規制。

高圧ガス保安法

環境関連法規制一覧

法律等名称

環境基本法

地球温暖化対策推進法

循環型社会形成推進基本法

省エネルギー法

資源有効利用促進法

グリーン購入法

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

廃棄物処理法

令和5年3月24日時点にて法令違反はございません。

フロン回収破壊法

騒音規制法

大気汚染防止法

道路運送車両法

NOx・PM法

東京都条例（ディーゼル車規制）

埼玉県条例（ディーゼル車規制）

千葉県条例（ディーゼル車規制）

神奈川県条例（ディーゼル車規制）

兵庫県条例
（ディーゼル自動車等の運行規制）

大阪府条例（流入車規制）

みなと運送株式会社



環境経営目標に対する実績値と評価

中長期目標（本社）

CO2排出係数

kg-CO2/kWh

0.447

2.32

2.58

2.49

2022年度 本社実績（2022年4月～1月　10ヶ月）
*基準：2021年4月～2022年1月（10ヶ月）

％ ％

kg-CO2/kWh -1% -0.7%

0.447 -1% -3.5%

2.32 -1% -5.1%

2.58 -1% -0.6%

2.49 -1% -3.6%

-1% -3.5%

-1% -5.1%

-1% -0.6%

1% 5.5%

-1% -3.6%

-1% -15.4%

-1% 34.6%

-1% -14.6%

ガソリン

軽油

灯油

軽油使用料

   灯油使用量

産業廃棄物　

総排水量の削減

　コピー用紙使用量

＊電力の排出係数は2022年度東京電力エンジーパートナーの値0.447kgCO2/kWhとした。

取り組み項目 単位
基準年同月

（2021年度）

10ヵ月目標 10ヵ月実績
評価 ・備考

㎏-CO2

ℓ 2,778,901 -1% -2%

kg

取り組み項目 単位 基準年度
2021年度

2022年度目標 2023年度目標 2024年度目標

㎏-CO2 7,169,566 -1% -2%

㎏-CO2 67,365 -1% -2%

電気 ㎏-CO2 38,437 -1% -2%

㎏-CO2 7,342,629 -1% -2%

二酸化炭素排出量の削減

電気使用量　 kWh 85,989 -1% -2%

㎏-CO2 67,262 -1% -2%

ガソリン

軽油

灯油

CO2総排出量

ガソリン使用量 ℓ 29,037 -1% -2%

ℓ 27,013 -1% -2%

    燃費 Km/ℓ 3.74 1% 2%

25,680 -1% -2%

廃棄物削減

一般廃棄物　 kg 20,735 -1% -2%

水使用量 m3 193 -1% -2%

　紙の使用量削減

冊 未集計 2022年度実績を基準に

　グリーン購入

　事務用品（コピー用紙を除く）購入率 ％ 未集計 後期より集計開始　基準・目標値は2022年度末に設定

29,557 29,262 28,528 (目標達成)

二酸化炭素排出量の削減

㎏-CO2 6,754,041 6,686,501 6,706,472 目標未達も基準年は下回るCO2総排出量

電気

㎏-CO2 6,615,872 6,549,713 6,574,080 (目標未達も基準年は下回る)

㎏-CO2 56,643 56,076 53,780 (目標達成)

電気使用量　 kWh 66,124 65,463 63,821 目標達成

㎏-CO2 51,969 51,449 50,084 (目標達成)

軽油使用料 ℓ 2,564,291 2,538,649 2,548,093 目標未達も基準年は下回る

ガソリン使用量 ℓ 24,415 24,171 23,181 目標達成

　 灯油使用量 ℓ 20,871 20,662 20,114 目標達成

    燃費 Km/ℓ 3.71 3.75 3.91 目標達成

産業廃棄物　 t 19,780 19,582 26,630 目標未達

廃棄物削減

一般廃棄物　 t 18,850 18,662 15,955 目標達成

　グリーン購入

　事務用品 ％ 本年度後期より集計開始

　紙の使用量削減

総排水量の削減

水使用量（公共水道） m3 164 162 140 目標達成

　ペーパレス化対策

　コピー用紙（グリーン購入品）使用量 ％ --- 　--- 2023年度を基準とする　---

みなと運送株式会社



取組結果・活動計画

取組結果 次年度の取組

・ 屋内照明管理

・ 空調機の省エネ

・ 経済運転の実践

・ 省エネタイプの車両への入れ替え

・ 紙の削減　シュレッダーダスト削減

・ 両面コピーの推奨

・ ペーパレス化

・

・ グリーン購入法商品の推奨

・ ペーパレス化の推進

　節水

取組項目

　電力消費量の削減

〇無人エリアにおける、照明の消し忘れ防止
の徹底
〇社屋の温度管理。空調の消し忘れの徹底

照明・空調スイッチ付近に貼り紙をし節電を
呼びかける活動を開始した

〇無人エリアにおける、照明の消し忘れ防止
の徹底を継続
〇社屋の温度管理。空調の消し忘れの徹底を
継続
〇長期離籍時、パソコンの電源オフ又はス
リープの設定。複合機の省エネモードの設定

　自動車燃料の消費量の削減

〇運行管理システムによる経済運転の個別評
価をもとに教育。

安全運転・経済運転ともに”ランクＣ”が一
桁台に低下

〇運行管理システムによる経済運転の個別評
価において、ランクＣを５％以下を継続し、
ランクＡを７０％以上をめざす。
〇ハイブリッド車などの省エネタイプ車両の
導入を検討。

　廃棄物の削減

〇引き続き、利用者にコピー用紙の削減に協
力を求める
〇顧客の電子請求書に対応（請求書・請求明
細電子化）しペーパレス化の基盤をつくる
〇その他帳票（日報等）の電子化を検討する

〇２２年度よりコピー用紙購入量の実績収集
を開始

コピー用紙削減の貼り紙をコピー機周辺に設
置、利用者に協力を求めた

　紙の使用量削減

未実施

〇両面コピー、電子化（ＰＤＦ化）を推奨
〇電子帳票保存法の導入（ペーパレス化）を
視野に入れて関係部署にて協議を進めていく

トイレ・給湯室での節水 蛇口の閉め忘れ、水量の調整等で節水を全社
員に啓発する

節水を促す掲示物を設置、協力を求めた

昨年度に引き続き、感染症予防による手洗い
推奨するも、閉め忘れ、水量調整等で「節水
を心がける」を全社員に喚起する

　グリーン購入

未実施

〇オフィス製品販売サイトを通じてグリーン
購入法商品を選択購入（５０％以上）

みなと運送株式会社



エコアクション活動

事務所内照明のＬＥＤ化

本社照明のＬＥＤ化完了。また、新設の事
業所等も原則LEDを採用する。

デジタコによる安全・エコ運転推奨

社員一人ひとりのエコ活動

〇コピー枚数削減活動 〇SDGｓ宣言 〇燃費目標設定 〇ゴミの分別(9種類）〇電灯・エアコンの省エネ活動
〇5Ｓ活動 〇節水活動 〇マイ箸・マイカップ・マイ水筒活動

Ｃｏ２排出権の購入（10t)

運ぶことによるＣｏ２の排出を避けること
は困難なため森林保全を通じて地球環境の
健全化へ貢献を目指す。

ハイブリッド・ファンによる空
調の効率化

センサー自動点消灯装置

本社事務所内での温度差を解消する為に事
務所中央の空調に設置した。

1階トイレにセンサーライトを設置。
消し忘れ等による無駄を無くした。

主要の車両にデジタルタコメーターを設置、運行管理システムに
よって、個々のドライバーの運転状況を見える化。安全・省エネ
運転の実践に貢献している。



運転評価ランク表

人数計

ランクＡ 67
45%

85
57%

109
73%

111
74%

102
68%

102
68%

107
71%

98
65%

105
70%

109
73%

ランクＢ 57
38%

57
38%

40
27%

35
23%

39
26%

42
28%

39
26%

41
27%

41
27%

35
23%

ランクＣ 26
17%

8
5%

1
1%

3
2%

7
5%

4
3%

3
2%

5
3%

4
3%

6
4%

ランクＡ 61
41%

83
55%

103
69%

102
68%

98
65%

100
67%

101
67%

94
63%

101
67%

104
69%

ランクＢ 65
43%

55
37%

41
27%

41
27%

44
29%

42
28%

43
29%

44
29%

41
27%

39
26%

ランクＣ 24
16%

12
8%

6
4%

6
4%

6
4%

6
4%

5
3%

6
4%

8
5%

6
4%

ランクＡ 67
45%

89
59%

113
75%

118
79%

114
76%

115
77%

110
73%

107
71%

110
73%

116
77%

ランクＢ 77
51%

60
40%

37
25%

31
21%

33
22%

31
21%

39
26%

36
24%

39
26%

33
22%

ランクＣ 6
4%

1
1%

0
0%

0
0%

1
1%

2
1%

0
0%

1
1%

1
1%

1
1%

3月

運行管理システム（デジタコ）をもとに各ドライバーの運転評価をランク付けし
その評価をもとに運行管理者による個別の教育をおこなっています。
その結果、2022年5月以降のランクＣの割合が、安全運転で17％から5％以下
へ、経済運転は16％から8％以下へと大幅に下がっています。
ランクAの割合も増加の傾向となっております。
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ランクＣ 17% 5% 1% 2% 5% 3% 2% 3% 3% 4%

ランクＢ 38% 38% 27% 23% 26% 28% 26% 27% 27% 23%

ランクＡ 45% 57% 73% 74% 68% 68% 71% 65% 70% 73%
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ランクＣ 16% 8% 4% 4% 4% 4% 3% 4% 5% 4%

ランクＢ 43% 37% 27% 27% 29% 28% 29% 29% 27% 26%

ランクＡ 41% 55% 69% 68% 65% 67% 67% 63% 67% 69%

経済運転
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ランクＣ 4% 1% 0% 0% 1% 1% 0% 1% 1% 1%

ランクＢ 51% 40% 25% 21% 22% 21% 26% 24% 26% 22%

ランクＡ 45% 59% 75% 79% 76% 77% 73% 71% 73% 77%

総合



代表者による全体の評価と見直し・指示

1 環境目標とその達成状況（10ヵ月）

・ 未達成項目 有 ・ 無

・ 設定に問題 有 ・ 無

2 環境経営方針改定の必要性

・ 有 ・ 無

3 内部監査委員による評価

4 代表者による全体の評価

 未実施

　2022年度は当社の環境経営活動の初年度として概ね計画通りの活動を実施できました。数値的には満足のい
く値ではありませんでしたが、全従業員が「環境経営活動」を意識した行動をとることができたと感じていま
す。細かいところでは、節電や不要な印刷を減らす取組など、皆ができることから実践してきました。この取
組みを継続していくことが、循環型社会の構築へと繋がり、企業価値を高めるものと考えております。
　今年度は、乗用車のハイブリッド化やエコ運転の取組みによる燃費の改善など運送会社としての結果を求め
てこの取組みを進めてまいりたいと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年3月24日　　　代表取締役 社長 山本　勇

改定の必要性

みなと運送株式会社
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